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第５期第２回北区男女共同参画審議会 会議録 

日  時：平成２７年３月２７日（金）午後６時３０分～午後７時３５分 

場  所：北とぴあ 男女共同参画センター多目的室ＡＢ 

１ 開   会 

２ 議   題 

  （１）北区男女共同参画行動計画「第５次アゼリアプラン」中間のまとめのパブリ

ックコメント実施結果について 

（２）北区男女共同参画行動計画「第５次アゼリアプラン」について 

（３）平成２７年度重点取組について 

（４）その他 

３ 閉   会 

出 席 者  白井会長   宮城副会長   奥津委員   岡野委員 

       齋藤（邦）委員  斎藤（幸）委員  神津委員  道本委員 

       我妻委員   関 委員    小澤委員   加藤委員 

       村上委員   小島委員    栗原委員 

雲出男女共同参画推進課長 

欠 席 者  山田委員  小島委員  田草川委員 
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○白井会長

  それでは、議題に入らせていただきます。

  議題の（１）北区男女参画行動計画「第５次アゼリアプラン」の中間のまとめのパ

ブリックコメント実施結果について、事務局より説明をお願いいたします。

○雲出課長

パブリックコメント実施結果について説明。

○白井会長

  ありがとうございました。

  それでは、ただいまの事務局からの説明について何かご質問等ありますでしょうか。

○我妻委員

  今回のアゼリアプランの数値目標にもありますが、このパブリックコメントのナン

バー８、男女共同参画条例とスペースゆうの認知度について、子供たちに積極的に伝

えてほしいというようなご意見に関して、小学校６年生にリーフレットを配布してい

ると思うのですが、

  多摩市に住んでいる方からいただいたのですが、多摩市で条例をつくったときに、

中学１年生ぐらいの子供向けの条例をつくって、皆に配っているということで、大人

が読むのもなかなか大変なのですが、教育の場で皆に読んでもらうと、もう少し身近

に感じられるし、条例があるということを知ってもらうのにすごく役立っているとい

う話を聞いて、大した予算もかからないようなものなので、例えば北区でもこういっ

たことを考えてみてはいかがかなと思います。

  数値目標も５０％ぐらいに条例の認知度を上げていますので、なかなか５０％に上

げるのは難しいので、子供のころから皆でこういったもので知っていただくのはいい

のではないかなと思います。

○雲出課長

  参考とさせていただきまして、素材の検討をさせていただきたいと思います。

○白井会長

  区の考え方のほうにもリーフレットというのが出ておりまして、もう何年もたちま

すので、認知度を高めていただくよう、努力をお願いしたいと思います。

○道本委員 

  目標１の課題１、配偶者暴力の防止と被害者支援というところで、この意見により

ますと、加害者支援の充実を入れてほしい。加害者を支援することにより、暴力を未

然に防ぐことができると。
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  この区の考え方としては、加害者対策については、当面、被害者支援の充実を図っ

ていくので、重要性としては順番が下がるのではないかということと、それから、引

き続き相談業務の中で支援を行ってまいりますとなっているのですが、

  加害者の方から支援をお願いするというか、相談を持ちかけてくるという場合でも

この支援が行われることがあるのかというのが少し疑問で、相談の割合としては、被

害者の方からの相談でその支援をすることが多いのではないかなと思うのですが、そ

ういうことがあるのかどうかと、割合も教えていただきたいと思います。

○白井会長

  事務局のほうから説明をお願いいたします。

○雲出課長

  今まで加害者のからそのような相談を受けていることはございません。被害者の方

が相談に来られるケースがほとんどでございます。

  加害者支援の充実ということは、今までケースがないものですから、対応をしたこ

とがございませんが、仮にあった場合につきましては、例えば、加害者が男性であっ

た場合に、現在私どもの相談窓口で受けているのは女性のみでございまして、男性は

電話での相談という形になってございます。

○白井会長

  ありがとうございます。よろしいでしょうか。

○道本委員

  はい。

○村上委員

  加害者の相談に関連しまして、私も少し引っかかったのですが、加害者の相談を行

うことによってＤＶが減っていくということも明らかになってきていますが、加害者

の相談を受け入れるということを、ＤＶのリーフレット等に大きく受け入れるという

ことを記載してあるのでしょうか。

○雲出課長

  そこまで詳しい説明をしているリーフレットではなくて、男性の相談については電

話で受け付けますということで、電話相談を行っているところでございます。今年度

現在、男性からの電話相談は１件ございました。

○白井会長

  加害者から相談というのは、まだまだ本腰を入れてというところまでいかず、まだ

模索中だと思います。今のところはこの被害者のほうからの申し立てが多く、電話で

１件電話であったそうですが、これから回を重ねることによって、どうしていくかと
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いうことを検討していくことだと思います。全く受け付けないということではありま

せんので。

○村上委員 

わかりました。

○宮城副会長 

  ナンバー６の非正規雇用のところについてですが、この区の考え方の説明の仕方で

は十分ではない感じがします。このとおり読みますと、非正規労働の問題は女性の問

題ではないから触れていませんというように読めてしまうのですね。

  そうではなくて、やはり非正規労働の問題は従来女性にとって非常に大きな問題で、

これが今、若年層では男性にも広がっている大きな問題だと思うので、アゼリアプラ

ンは女性の問題だけを取り上げるのではなくて、男女の人権をどちらも守られる社会

を目指しているのだと思うので、この区の考え方の最後の「言及しておりません」で

終わっているのは少し残念かなと思うので、区のお考えはもう少しあるような気がす

るので、今後の対応を考えているところがあるならば、何かつけ加えてもいいのでは

ないかなと思いました。

  それから、最後のナンバー１４ですが、区の考え方が示さずに意見公表のみという

のは、先ほどの事務局のご説明としては、事業に対する提案あるいは国の制度に対す

る提案だからという意味でしょうか。

○雲出課長

  最初のご質問でございますが、これはパブリックコメントをかけてのコメントをさ

せていただいて、議会にも報告しているところでございまして、意見として、宮城委

員からの意見があったということは確認させていただきました。

  ２番目のその他のところで意見公表のみと表現させていただきましたが、意見をい

ただいた方が意見を表明しただけなので、パブリックコメントの返しの部分について

は特に求めなかったということでございます。

○宮城副会長

  わかりました。そういう意味でしたら了解なのですが、介護保険はもともとスター

トしたときに自治会の自治の試金石だと言われましたよね。ですから、北区で今回は

大きな問題が起きておりますし、区の考えがあるならば、ここで出ているといいなと

思ったのですが、そういう趣旨でしたら、了解いたしました。

  もう１点確認させていただきたいのですが、このパブリックコメントの実施結果は、

きょうの審議会の資料として公表される以外に区民に対する公表方法がありましたら、

教えていただけますか。

○雲出課長

  議会のほうでの報告が１つと、ホームページで公開させていただいてございます。
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また役所の本庁にあります区制資料室と地域振興室の図書館に、パブリックコメント

の結果も見られるようになってございます。

○白井会長

  そのＰＲもお願いしたいと思います。

  そのほか何かありますでしょうか。もしよろしければ、次の議題に入りたいと思い

ますが、いかがでしょうか。

  それでは、議題（２）の北区男女共同参画行動計画「第５次アゼリアプラン」につ

いて、事務局より説明をお願いいたします。

○雲出課長

北区男女共同参画行動計画「第５次アゼリアプラン」について説明。

○白井会長

  ありがとうございました。

  ただいまの事務局からの説明について、何かご質問等ございますか。

○小澤委員

  ＤＶを完全になくすことが最重要目標ということになりましたが、ことしの２月に、

私が参加しております団体と、このスペースゆうのパートナーシップ事業、ＤＶをテ

ーマにした事業を開催いたしました。

  寸劇と、こちらのセンターの相談員さんのお話で進められたわけですが、参加した

方のほとんどが、ＤＶという言葉はよく耳にしたり、あるいはニュース報道等で目に

しているのだけれども、実際にこういうこともＤＶだったのかということに改めて気

づいたという声を、アンケートに寄せてくださいました。

  こちらの第５次アゼリアプランの１４ページにも、一番上の行ですが、ＤＶ被害者

には、自分が被害者であるという自覚がないままに暴力を受け続けている人がいます。

まさにそのとおりで、もしかしたら、私が今まで夫から受けていたのはＤＶだったか

もしれないというような方とか、私の友人がいつも悩んでいるのはＤＶだったという

気づきも、その講座でございました。

  ですから、このプランにありますように、あらゆる方にまずはＤＶというものの実

態を知っていただくようなさまざまな手立てを尽くすことが必要かと思います。

  特に、地域の中で民生・児童委員の立場の方はＤＶ被害者からの相談等も受けるこ

とがあるかと思いますが、そのような方たちにもＤＶの研修会あるいは講座などを通

してしっかりと理解していただくことが必要かなと思っています。

  また、この記述の中で、デートＤＶに関しても高校生を対象に講座を開催していく

ということが述べられていますが、デートＤＶに関しましては、被害者が若い方だけ

ではなくて、高齢者も被害を受けているという実例も多々ございます。

  これから北区はどんどん高齢化が進展していきますので、デートＤＶの被害という
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のも高齢者の課題の一つになるかと思いますが、そういう意味では、若いころからの

啓発、高校生世代の啓発も重要かなと思っています。

○我妻委員

  今の小澤委員の意見に関連してなのですが、冊子の１７ページに中学生並びに高校

生等と書いてあって、昨年確か私がお聞きしたところでは中学校１校で行ったのです

よね。

  やはり若いうちにどういうものがＤＶかということを知ることが大変大事で、被害

の予防にもなりますし、加害者にもなりにくいというような啓発もとても大事なので、

より多くの中学生にも広げて、そういった学ぶ機会、知る機会を広げていただくと、

とてもいいのではないかと思います。

○雲出課長

  我妻委員からご紹介があったとおり、中学生に対してのデートＤＶの講座を行いま

した。昨年と今年度もやらせていただきまして、赤羽中学校で実施いたしました。高

校生についても赤羽商業高校で何回かデートＤＶの講座を実施しております。

○白井会長

  ありがとうございます。

  ほかに何かご質問、ご意見等ありますでしょうか。

○村上委員

  「配偶者暴力相談支援センター機能を整備」ということで、ここまで力を入れてい

るのでしたら、提案なのですが、加害者への支援というのは実は被害者への支援にも

つながるということはもうわかっていることだと思うのですが、加害者のほうは相談

がないといっても、実は来にくいというのがまずあると思います。

  それから、被害者の人が相談することによって、加害者が実は暴力を振るっている

ということに気がついて、被害者が実は夫を連れてくるという例もあります。

  ですので、できれば加害者のほうの支援をするという機能があるという点も、充実

して入れていただけるといいのかなと思うのですが、いかがでしょうか。

○雲出課長

  今までできなかった基本計画が策定できたということと、先ほど申し上げましたが、

それに引き続いて相談支援センターを設置していくのだということ、これはいろいろ

と調整をする必要がございまして、時間がかかる問題がございますので、２年間とい

う期間に目標を置かせていただきました。

  今我々の考えているのは、まずはそこの部分に力を注ぎたいと考えてございまして、

加害者の支援というのはその後の取り組みとして一つの課題として考えてございます。
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○白井会長

  よろしいでしょうか。

○村上委員

  両方必要だと思うのですが。

○白井会長

  もちろんそうですが、今のところは被害者が重点で、加害者側ということだから、

加害者側も相談があれば防げるのではないか、予防になるのではないかというお考え

でご発言いただいたのだと思いますが、

  この辺りは、場合によったら誰かが言ったりすると、加害者から被害者にさらに暴

力を加えられたりすることがあるので、より気をつけていかないといけませんので、

本人から相談があるといいですね。

  だから、そういった窓口は徐々にできると思うのですが、今はまだ被害者側が来て

もらって、被害者側がまず対応しない限りは、先ほど小澤委員もおっしゃっていまし

たが、ＤＶというので、ただ暴力だけではなくて、いろいろなものがありますね。そ

れについてもやはり認識しないと、加害者側も、自分は暴力などしていない、不貞も

働いていないのだから、一切妻を困らせていないと言っているのですが、言葉の暴力

等がありますね。

  だから、そのようなものもＤＶに入るということも認識していただかないと、被害

者は自分が人間として人格を維持していくこと、それさえも喪失している状態が多い

ので、今のところはＤＶの被害者側をまず救済していく。そして、少しずつ加害者側

にも広がっていけばいいなと。一足飛びにはなかなか難しいので。

○村上委員

  提案のところです。

○白井会長

  そうですね。やはりその点をいろいろ気をつけてくださって、助言して、また被害

者側にも、こういうことがありますよというアドバイスをしてくだされば、多分話す

ことで、その人たちも自分がそのＤＶで人格喪失とか自信を失っていると、あるいは、

彼のためにやはり私が悪いのだという自己嫌悪に陥ったりとか、そういうことがあり

ますので。

○村上委員

  はい、わかりました。

○白井会長

  だから行政側も苦慮しているのですが、まずどちらに力を入れるかということで、

先ほどもご説明があったと思うのですが、貴重なご意見、ありがとうございます。
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  ほかにはいかがでしょうか。

  もしなければ、議題（３）に入りたいと思います。

  それでは、議題（３）で、平成２７年度重点取組（案）について、事務局より説明

をお願いいたします。

○雲出課長

  平成２７年度重点取組（案）について説明。

○白井会長

  ありがとうございました。

  それでは、ただいまの事務局からの報告について、審議をお願いいたします。もし

ご意見、それからご質問等ございましたら、お願いいたします。また、何かつけ加え

たい意見等がございましたら、それもあわせてお願いいたします。

○我妻委員

  一番下の計画を推進するための仕組みの１。内容のところに「事業運営や一時保育

の際に有償ボランティアとの協働を進めます」と書いてあるのですが、

  この協働といいますと、ＮＰＯ団体と行政が対等の立場でお互いの特性を生かして

いくということで相乗効果が出るというようなことを思い浮かべるのですが、現状で

すと個人的に依頼して、一時保育、有償ボランティアが行われているのではないかと

思います。

  また、事業運営の際の有償ボランティアについても、個人的に依頼して、そのとき

の運営についてお手伝いいただくというようなことではないかと思うのですが、

  協働といいますと、企画の団体から積極的な参画、参加などをしていってほしいと

いう、そういうイメージがあるので、現状よりもさらに進んで意見を求めるというか、

そういった参加を進めていくということなのでしょうか。

○雲出課長

  ご指摘いただきましたように、有償ボランティアの方につきましては、私どもの事

業に参加していただいた方、あるいは登録団体、ご協力いただいた方々の中からお声

がけをさせていただいているというのが現状でございます。

  今言ったように、企画から参加の段階なのかというご指摘であれば、それはそうい

うことではございませんが、私ども事業推進におきましては、やはり私どものセンタ

ーの中でご活動いただいている方のお力というのは重要なものと考えておりますので、

引き続きそちらの力もいただきたいと考えております。

○白井会長

  ありがとうございました。

  我妻委員、それでよろしいでしょうか。
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○我妻委員

  何か協働というとちょっとイメージが違うので、協力を求めるという現状はそうだ

と思うので、協働を進めますという文言だと、もっとさらに何かアイデアを出したり、

よりよい講座を運営するために、一緒に会議の中に出ていただくとか、そういうイメ

ージがあるのですが、そういうことではないのですね。

  単にお手伝いしていただくということを協働と、ここではあらわしているわけです

か。

○雲出課長

  そうですね。一緒に企画の段階からというご指摘の協働という言葉の内容かと存じ

ます。私ども、そういう意味でいきますと、こちらはあくまでもボランティア、有志

の方でご協力いただくということでございます。

  私も協働という認識は持ってございますが、お話の内容とこれとは少し違うかもし

れません。

  また蛇足になりますが、別途のところにございます地域スタッフの方とともに参画

するという場合は、基本的な企画から全てつくり上げていっているというようなとこ

ろも別途の形でございます。

○白井会長

  それでは、協働という言葉自体について、今いろいろな解釈があるようですので、

ご検討いただいて、よりそれを実態と合うような表現があるとすれば、それでいくと

いうことで、皆さん方はいかがお考えでしょうか。

○宮城副会長

  今のこの資料の文章はプランの文章そのままなので、この表現を変えるというより

も、やはりこの表現の内容をさらに充実させていくにはどうしたらいいかということ

なのかなと思います。

  こちらの文章の中で、事業運営や一時保育の際にといって並んでいるのに有償ボラ

ンティアしか出てこないので、ちょっと狭い感じがしてしまうと思うのですが、

  協働を進めますと言っている以上、その協働を、今実態としてあるものだけで終わ

りではなくて、やはりこのプランを進めていく中でいろいろな協働の形を試行錯誤し

ていくというのが大事なのではないかという気がいたしますので、ぜひ新しい試みに

チャレンジする方向でご検討いただけるといいなと思います。

○雲出課長

  協働という意味は、例えば事業を立ち上げる、企画段階からのものもありますし、

またそれぞれの事業を実施するための段階があるので、ある面では広い意味があって、

基本的には使い方はよろしいかと思っております。

  ただいま宮城委員のほうからございましたご意見につきましては、確かに表現的に
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はかなり限定的な形になっております。その辺のところは広くやっていくというよう

な表現を検討してみたいと思っております。

○白井会長

  ありがとうございます。

  我妻委員、よろしいでしょうか。今の話を総合していただいて、協力を依頼するボ

ランティアの団体に対しても、また個人に対しても広げていくとか、これから可能性

をいろいろ広げていただくということで、希望的な意味を込めて、いかがでしょうか。

行政側に努力していただくということが多くなるかと思いますが、よろしくお願いし

たいと思います。

  有償ボランティアとの協働を進める、協働に努めるよう努力するとか、いろいろあ

るかと思うのですが、努力して行政はやっていきたいという意向を述べていらっしゃ

るというように理解した上で、このままでよろしいでしょうか。

  それでは、この言葉に沿うような実情、実態を、内容を深めていただくということ

で、お願いいたします。ほかに何かありますでしょうか。

○神津委員

  質問ですが、目標１の３、生涯を通じた心と体の健康支援で、内容の「保健師や臨

床心理士による心と体の健康に関する相談体制を充実します」というところです。

  具体的に保健師さんとか臨床心理士さんの方が、例えば学校のカウンセラーですと

か、そういう人数もふやすとか、こういう場所にそういった相談できる方にいてもら

うとか、何か具体的な計画がありましたらお聞きしたかったのですが。

○雲出課長

  区内に保健センターが３所ありまして、それぞれ相談業務を行っております。具体

的なものは全て把握してございませんが、保健師や臨床心理士が対応していると聞い

ております。

○白井会長

  そうしますと、保健所でそういう対応をしますということでしょうか。

○雲出課長

  センターが３つありまして、王子と赤羽と、あと滝野川会館のところにございます。

ですので、３カ所で相談業務は受けているということでございます。

○白井会長

  その３カ所の保健所で充実するようにいたしますととらえてよろしいのでしょうか。

それとも、他の場所でまだ、こういう場所もありますよとか、そういうことではない

のでしょうか。
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○雲出課長

  その３カ所で現在は大体固定しておりますし、私の記憶をたどって申し上げますと

例えば健康ウォーキングとかというものの中で、出前の相談窓口をつくったり、イベ

ントと絡めて相談業務を行ったりしているというのは聞いてございます。

○白井会長

  保健師を中心に充実させるという意向のようですので、よろしいでしょうか。

  ほかに何かありますでしょうか。

  この重点取組については、皆さん方のご意見がありましたら、また追加等の意見が

ありましたら、事務局のほうでまた調整していただいた上で区に最終的な案を作成し

ていただくことになるのですが、そういう最後の重要な機会かと思いますので、何か

ありますでしょうか。

  ２６年度で第４次が終わりまして、第５次がこれから始まって、このアゼリアプラ

ンで実行していくということになりますので、途中で見直しがあるかもしれませんが、

これをベースに男女共同参画という企画を実行していただきますが。

○小澤委員

  目標３の２、政策・方針決定過程への男女共同参画の推進という課題に対する取組

が、今年度は活躍する女性の情報を提供するということで、いろいろな分野で活躍す

る方を講師に講演会等を実施して、意識を啓発しますというのですが。

  それだけで政策とか方針決定過程に女性がたくさん登用されることにつながるのか

なという疑問が少しございますが、その辺はいかがなのでしょうか。

○白井会長

  その点について、事務局から説明をお願いいたします。

○雲出課長

  この中で「情報誌で紹介するほか」というのがございますが、この情報誌というの

は私どもで出している、ゆうレポートのことかと思います。

  そういったものを活用しまして、活躍する女性を紹介し、それを区民の方が知って

いただいて、そういう男女共同参画の推進に寄与していただく、参加するような仕組

みができればと考えています。

○白井会長

  情報提供していただくとともに、施策や方針を決定する、採用する側もそれなりの

人やスタッフ、今までとは違った方針を決定していただくことも必要かと思っており

ますので、その点についても、ここでは述べられていないのかもしれないのですが、

ご尽力いただければこの上ないと思っております。

  やはり採用する側も時代の動きに従っていろいろな点で考慮していただくことも必

要かと思いますので、その点もあわせてよろしくお願いいたします。
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  その点について、皆様のご意見はいかがでしょうか。女性の採用など、いろいろ言

われておりますが、責任を持って仕事をするとなると大変なこともあるかと思います

が。

○宮城副会長

  今のご意見は、私もその政策・方針決定過程への男女共同参画推進が現に活躍して

いる女性の情報提供だけで実現するのかと言われると、難しいだろうと思っておりま

す。

  重点取組一覧を見ていると、ちょうどこの政策・方針決定過程への男女共同参画の

推進の項目については、まず審議会への女性の参加と推進を進め、計画に女性の視点

を取り上げ、そして２６年から、この活躍する女性の情報提供を取り上げているので

すね。

  ですから、多分２７年もこれを継続しようというお考えだと思うのですが、２６年

度に何ができたのかということを考えると、何か目新しいものが欲しいなと思ってい

ます。

  ゆうレポートは、大変誌面が充実してきていると私は思うのですが、そこで情報提

供するだけではやはり少し限界があるのかなと、今のところ、ゆうレポートを手にと

ってくれる人は、既にその問題に関心のある方が手にとってくださっているのだと思

うのですね。

  ですから、ゆうレポートを手にとらないような区民に、女性の活躍があると、北区

がこんなふうにすてきになりますという情報が伝わるような、そういう試みを２７年

度はできるといいなと思うのですが、

  具体的な提案ではないのですが、もう一歩進めるという意味で重点施策になったと

考えるならば、そういう取組があるとうれしいなと思います。

○白井会長

  行政の場合、それぞれの区あるいは地域によって、その実情というのは違うと思う

のですね。女性が置かれている、男性が置かれている立場というのは違うと思います。

  例えば北区の場合はどういうことがその採用の妨げになっているのか。そういうこ

とも皆様の抱えている悩み事等、アンケートでお聞きできる機会になればいいなと思

っております。

  そうすると、この北区に合った情報提供ができるのではないかという気もいたしま

すので、またアンケートや情報を聞くというのは大変なこととは思うのですが、そう

いう大変なことも、できれば試みていただければと思っております。

○奥津委員

  目標１の２、人権侵害防止の取組の中に入るのかどうかと思いますが、高齢化も急

速に進み、高齢者が多い北区で、実際に高齢者であるということによって人権を侵害

されるということなど、いろいろなことが起きています。

  ですから、そういう意味でも、この「人種、信条、性別、社会的身分等」ではある
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のですが、やはり高齢という意味でも、子供だけが虐待の対象ではなく、高齢化社会

だからこそ高齢者の人権という意識をした取組をこれから考えていって実行していた

だきたいと思っております。「等」のところに年齢というのは入るのか確認でござい

ます。

○白井会長

  その件はどうでしょうか。なかなか難しい点もあるかと思いますが、高齢で男女の

差別など、その点はいかがでしょうか。

○雲出課長

  第５次アゼリアプランの１９ページをお開きいただいて、課題２の男女人権侵害防

止への取組というところの１行目のところでございます。「児童や高齢者、障害者に

対する虐待も大変深刻な人権侵害問題です」と書かせていただいて、「高齢者虐待や

障害者虐待では介護者の介護に対する不安や疲労、ストレス」という形で表現させて

いただいてございます。意識していないのではなくて、このような形で意識をさせて

いただいているというところでございます。

○奥津委員

  介護のような場面を皆様イメージされるのですが、実は通常の社会参加の場などで

の年齢差別というのは結構あるのです。全体の年齢が上がってきているときにその辺

をどう考えていくかということを意識していただきたいと思います。

  それから、ご夫婦の間も、やはり状況が変わっていることもたくさん身近にござい

ますので、その意味では健全な夫婦関係を、生涯を通じてどうしていくかという問題

にもなろうかと思います。

○白井会長

  それでは、今の意見を参考に、よろしくお願いいたします。

  ほかにご意見ありますでしょうか。もしなければ、今のご意見等について、男女共

同参画推進課のほうで調整していただき、区としての最終案を作成していただくとい

うことでよろしいでしょうか。

  貴重なご意見も出ましたので、その点ご検討いただき、調整をよろしくお願いいた

します。

  それでは、本日の審議は無事、議題（１）から（３）まで全て終了いたしましたが、

その他ご意見等はありますでしょうか。もしなければ、以上をもちまして本日の審議

会は終了いたします。今日は長時間本当にどうもありがとうございました。

                                    以上


